
市政　窓の

熊
野
の
神

大
寺
を
歩
く

　

大
寺
（
豊
和
地
区
）
熊
野

神
社
の
関
係
者
か
ら
資
料
提

供
と
併
せ
て
、
本
殿
内
部
を

拝
見
す
る
機
会
が
与
え
ら
れ

ま
し
た
。

　

県
道
74
号
線
に
隣
接
し
、

う
っ
そ
う
と
し
た
林
の
中
に

あ
る
熊
野
神
社
は
、
８
５
７

年
ま
た
は
９
６
１
年
に
建
立

し
た
と
伝
わ
り
ま
す
。

　

現
在
の
本
殿
は
、
柱
に
墨

で
書
か
れ
た
文
字
か
ら
１
６

７
５
（
延
宝
３
）
年
３
月
に

建
築
が
始
め
ら
れ
、
同
年
５

月
16
日
に
完
成
し
た
こ
と
が

知
ら
れ
ま
す
。
現
存
す
る
市

内
の
神
社
で
は
、
建
築
年
が

比
較
的
古
い
部
類
に
入
り
ま

す
。

　

本
殿
中
央
に
宮ぐ

う

殿で
ん

が
あ
り
、

こ
の
中
に
御
神
体
が
祭
ら
れ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
今
回

は
、
そ
の
隣
に
あ
る
御み

正し
ょ
う

体た
い

と
呼
ば
れ
る
御
神
体
に
注
目

し
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
、
熊
野
神
社
は

熊
野
権ご

ん

現げ
ん

と
呼
ば
れ
、
現
在

は
廃
寺
と
な
っ
た
能の

う

円え
ん

寺
の

住
職
が
管
理
し
て
い
ま
す
。

　

御
正
体
は
、
和
歌
山
県
・

熊
野
三
山
神
社
と
ゆ
か
り
が

あ
り
、
鏡
の
裏
面
に
３
体
の

仏
像
が
浮
彫
り
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

１
９
１
０
（
明
治
43
）
年
、

神
社
が
千
葉
県
に
提
出
し
た

「
神
社
財
産
登
録
申
請
」
の

熊
野
大
神
宝
物
の
中
の
「
御
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172

鏡
青
銅
製
」
が
こ
れ
に
当
た

る
で
し
ょ
う
。
作
者
は
「
天

下
一
津
田
薩
摩
守
家
宣
」
と

記
名
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と

で
す
が
、
今
回
は
そ
れ
に
つ

い
て
調
べ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

本
殿
の
中
に
お
そ
ら
く
明

治
初
年
に
御
神
体
を
納
め
た

で
あ
ろ
う
宮
殿
と
、
そ
れ
以

前
の
御
神
体
で
あ
る
御
正
体

が
あ
る
こ
と
は
、
１
８
６
８

（
明
治
元
）
年
３
月
か
ら
始

め
ら
れ
た
「
神
仏
分
離
」
政

策
に
よ
る
影
響
が
熊
野
神
社

で
も
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
て

い
ま
す
。

　

神
仏
分
離
で
は
神
社
と
寺

院
を
分
け
、
仏
像
を
御
神
体

と
す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
ま

し
た
。

　

明
治
初
年
に
大
寺
村
で
は

星
宮
神
社
と
稲
荷
神
社
２
社
、

そ
し
て
熊
野
神
社
の
合
わ
せ

て
４
社
が
登
録
さ
れ
ま
し
た

が
、
１
９
３
０
（
昭
和
５
）

年
、
熊
野
神
社
だ
け
に
合ご
う

祀し

さ
れ
ま
し
た
。

　

建
築
後
、
三
百
数
十
年
経

た
本
殿
修
復
の
機
運
が
あ
る

と
聞
き
ま
し
た
。

（
市
文
化
財
審
議
会
委
員
・

 

依
知
川
雅
一
）

問
秘
書
課
広
報
広
聴
班

 

☎
73
・
０
０
８
０

「
黄
金
の
実
り
」

酷
暑
時
に
は
大
き
な
負
担
に

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
政
府
や

関
係
機
関
で
も
危
険
な
暑
さ

と
コ
ロ
ナ
対
策
に
は
苦
慮
し

て
い
る
よ
う
で
す
。

　

今
夏
は
、
連
日
続
い
た
猛

暑
日
の
中
に
あ
っ
て
、
一
服

の
清
涼
剤
は
、
高
校
生
棋
士

の
藤
井
聡
太
棋
聖
の
活
躍
で

す
。
王
位
も
獲
得
し
、
二
冠

達
成
と
八
段
昇
格
と
い
う
最

年
少
記
録
を
次
々
と
更
新
し

て
ゆ
く
姿
を
拝
見
し
て
い
る

と
、
将
棋
の
タ
イ
ト
ル
八
冠

す
べ
て
を
獲
得
す
る
の
は
も

は
や
時
間
の
問
題
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
、
さ
ら
な
る
活

躍
と
記
録
更
新
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
社
会
経

済
の
先
行
き
は
、
大
き
く
落

ち
込
み
ま
し
た
が
、
農
村
地

帯
の
黄
金
の
実
り
は
、
大
き

な
力
と
勇
気
を
与
え
て
く
れ

　

東
京
五
輪
は
延

期
、
全
国
の
夏
祭

り
は
皆
無
、
高
校

野
球
大
会
も
甲
子

園
交
流
試
合
と
し

て
変
則
開
催
と
い

う
今
夏
は
、〝
コ

ロ
ナ
と
猛
暑
の

夏
〞
と
し
て
記
憶

に
残
る
こ
と
で
し

ょ
う
。

　

７
月
は
、
長
梅
雨
と
線
状

降
水
帯
に
よ
る
集
中
豪
雨
な

ど
に
よ
り
、
日
照
時
間
が
少

な
い
月
で
あ
り
、
暑
さ
へ
の

体
調
を
整
え
る
暇
も
な
く
８

月
に
入
る
や
否
や
猛
暑
日
が

続
き
、
降
雨
も
無
く
連
日
熱

中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
が
発
令

さ
れ
、
特
に
医
療
機
関
で
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
患
者
と
熱
中
症
患
者
の
対

応
で
大
混
乱
し
て
い
る
と
の

こ
と
。
コ
ロ
ナ
対
策
で
マ
ス

ク
の
着
用
は
必
須
で
す
が
、

ま
す
。

　

既
に
稲
刈
り
も
始
ま
り
、

秋
の
気
配
が
漂
っ
て
お
り
ま

す
が
、
９
月
と
も
な
れ
ば
台

風
も
心
配
に
な
り
ま
す
。
昨

年
は
房
総
半
島
台
風
な
ど
に

よ
り
大
打
撃
を
被
っ
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
台
風
襲
来

前
に
稲
刈
り
や
農
作
物
の
収

穫
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

依
然
と
し
て
コ
ロ
ナ
禍
の

真
っ
た
だ
中
で
あ
る
今
日
、

自
然
災
害
な
ど
に
よ
り
避
難

所
へ
避
難
の
際
に
は
、
行
政

で
は
最
善
の
対
策
を
講
じ
て

お
り
ま
す
が
、
最
大
の
感
染

予
防
対
策
は
避
難
さ
れ
た

方
々
の
心
掛
け
だ
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
平
素
よ
り
、
マ

ス
ク
・
体
温
計
・
食
糧
・
飲

料
水
な
ど
を
備
え
て
お
く
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

早
期
「
コ
ロ
ナ
新
薬
・
ワ

ク
チ
ン
」の
開
発
!!

No.111

匝
瑳
市
長
　

太
田
安
規

熊野神社に祭られる御正体
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力
作
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集
中

図書館だより

　八日市場図書館の高い書架には、
本の落下防止装置が取り付けられて
います。この装置は、震度４以上の
揺れを感知した時に作動し、本の落
下を防ぎます。

※地震の際は、まずは書架から離れ、
身の安全を確保してください。

もしものときに備えて

　図書館ホームページから「マイ本
棚」が利用できます。これは、図書
館が所蔵している本で読みたい本
や読み終わった本を自分専用の“本
棚”に登録できる機能です。
　利用には、八日市場図書館の窓口
で手続きが必要です。図書情報も確
認できるので、読んだ本を何度でも
思い返すことができます。

　当面の間、おはなし会はお休
みします。再開は図書館ホーム
ページなどでお知らせします。

ご存知ですか、マイ本棚

●休館日…３日（木）・22日（火）・毎週月曜日 
 問八日市場図書館☎73－3746（17時まで）

図書館ホームページはコチラ
https://www.library.sosa.chiba.jp

本本おすすめのおすすめの

『そのとき、どうする？　ただちに
命を守るとっさの行動マニュアル』

甘中繁雄／監修　大和書房

　命を守るためにどう行動すべき
か…。地震、風水害、火災といった
危険な場面ごとに、命を守るとっさ
の“知識”と“行動”をイラストと共
に分かりやすく解説しています。

『警視庁災害対策課ツイッター
 防災ヒント110』

日本経済新聞出版社／編

　10円玉で袋を簡単に開ける方法や
ペットボトルで作る簡単室内灯など、
もしものときに役立つ知恵と便利技
を写真とイラストを交え紹介。日常
生活にも役立つ１冊です。

俳
　

句 

髙
安 

せ
い
子 

推
薦

晩
涼
の
対
岸
を
出
づ
渡
し
舟 

大
川　

宜
子

晩
夏
光
祈
り
の
鐘
の
鳴
り
つ
づ
く 

光
瀨
甲
江
子

飄
々
と
ま
あ
い
の
一
手
額
の
花 

椎
名　

晴
江

い
わ
し
雲
よ
う
や
く
日
和
定
ま
り
ぬ 

岩
井　

や
す

近
隣
に
空
家
あ
ち
こ
ち
花
芙
蓉 

安
藤　

建
子

り
ん
ど
う
の
イ
ン
ク
の
色
の
翳
宿
す 

椿　
　

和
枝

朝
涼
し
池
端
の
亀
泳
ぎ
け
り 

佐
々
木
ゆ
き
子

 

川
口 

城
司 

推
薦

ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
ど
こ
か
ら
見
て
も
良
き
花
よ 

野
仲　

妙
子

蜘
蛛
の
子
を
地
蜂
曳
き
行
く
梅
雨
晴
れ
間 

石
田　
　

健

飯
高
寺
蝉
音ね

染
み
入
る
題
目
堂 

春
日　

政
彦

川
　

柳 

勝
又 

康
之 

推
薦

空
と
海
水
平
線
で
ド
ッ
キ
ン
グ 

佐
久
間
美
智
子

珍
客
の
螢
一
匹
中
空
へ 

椿　
　

謹
二

空
染
め
る
ラ
ブ
ラ
ブ
飛
行
赤
ト
ン
ボ 

岡
田
け
い
子

空
高
く
飛
ん
で
行
き
た
い
外
国
へ 

常
世
田
や
す
子

大
空
で
入
道
雲
が
笑
っ
て
る 

宮
崎　

賢
一

待
ち
侘
び
た
梅
雨
明
け
を
し
た
青
い
空 
江
波
戸
京
子

我
が
胸
の
思
い
を
写
す
く
も
り
空 
安
藤　

幸
恵

 

川
口 

城
司 

推
薦

落
ち
つ
け
と
ラ
ヴ
ェ
ン
ダ
ー
一
本
差
し
出
さ
れ 

石
田　
　

津

短
　

歌 

依
知
川 

雅
一 

推
薦

み
そ
萩
の
ぽ
ろ
ぽ
ろ
付
け
て
咲
く
花
に　

　

盆
を
迎
え
る
準
備
近
づ
く 

鈴
木　

和
子

帰
省
せ
ぬ
孫
子
に
送
り
し
夏
野
菜　

　

元
気
で
い
て
ね
と
ラ
イ
ン
の
届
く 

木
下　

昌
子

道
の
端
に
ひ
っ
そ
り
と
咲
く
露
草
の　

　

青
き
花
色
清
々
し
く
も 
古
谷
由
美
子

終
戦
後
七
十
五
年
に
甦
る

　
「
死
ぬ
時
は
一
緒
」と
母
の
言
の
葉 

鈴
木　

知
子

在
り
し
日
の
娘
の
姿
偲
び
つ
つ

　

献
血
済
ま
せ
ば
新
盆
近
し 

内
藤
喜
代
美

長
梅
雨
の
夜
空
は
お
も
く
な
お
暗
し

　

月
ゆ
く
り
な
く
出
て
は
隠
る 

加
藤
え
り
子

生
き
延
び
し
我
が
身
を
責
め
つ
思
ひ
出
す

　

沖
縄
と
散
る
特
攻
の
顔 

太
田　
　

勇

 

川
口 

城
司 

推
薦

曾そ
う

祖
父
母
わ
れ
ら
に
と
習
ひ
し
平
仮
名

　

文
面お

も

真
剣
に
手
渡
し
呉
る
る 

小
川　

知
至

捥
ぎ
た
て
の
隠
元
豆
の
茹
で
上
が
り

　

み
ど
り
を
昼
餉
の
皆
が
よ
ろ
こ
ぶ 

伊
橋　

良
子

黒
揚
羽
、
蟷
螂
の
子
に
金
蛇
も
居
て

　

梅
雨
晴
れ
の
レ
モ
ン
の
若
木 

石
田　
　

治

揺
れ
を
感
知
し
跳
ね

上
が
っ
た
バ
ー
が
本
の

落
下
を
防
ぐ

文
芸
コ
ー
ナ
ー
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